

























2 月 9 日（月） 講座領域 講座内容
講座Ⅰ






















 2 月 10 日（火） 講座領域 講座内容
講座Ⅳ 





























（14:40 ～ 16:10） 不登校・ひきこもりへの対応
不登校やひきこもりに対して社会や大人はど
のように対応すればよいのか
講　師 長谷川俊雄 白梅学園大学
【感想】
　筆者は第 3日目の 3つの講座を担当しました。受講生のみなさんは熱心に聴講されていました。社
会常識化している不登校・ひきこもりの理解に新たな視点からの解釈を加え，私たちが常識的に支援す
ることは，実は子どもや若者を排除したり傷つけたりする可能性があることを不登校・ひきこもり本人
の声や事例紹介をとおして講義しました。社会的に少数派に位置する不登校やひきこもりの子ども・若
者たちに対する支援は，多数派が持っている価値観で支援することではなく，少数派が持っている価値
観を尊重した支援によって，子どもや若者たちと共感を可能とさせ，伴走することを生み出すことの大
切さを強調しました。手垢にまみれた不登校観・ひきこもり観を脱構築して，本人を問題解決へと導く
といった医学モデルや教育モデルではない，本人と共同して取り組む地平を切り拓くモデルに気づいて
いただけように思います。結局，「こころ支援」と言っても，「こころ」と「生活」は大きな影響を相互
に与えあっていることから，「こころ」の支援はカウンセリング・アプローチばかりでなく，「生活」の
あり方の支援といったソーシャルワーク・アプローチの必要性についても，支援を展開する上で新たな
視点として理解をいただけように思います。
　筆者の講座に限られた感想ですが，こうした講座全体を受講することによって，困難に直面した子ど
もや若者の理解が促進されることは，子どもや若者たちの支援が有効に機能することにつながると考え
ています。今回の講座の積極面をさらに生かしながら，消極面は改善を試みながら，次年度の講座へバ
トンタッチしていきたいと思います。
（文責：長谷川俊雄）
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